
 

おひさまの部屋 

家賃・共益費 0 円 
れんげの里は要介護高齢者の「暮らし」をサポートいたします。 

住宅型有料老人ホーム「おいな苑」にある多目的室「おひさまの部屋」の利用料を 0 円と

させていただくことになりました。驚かれるかもしれませんが、このお部屋は個室とは違い、夜間

に常時見守りが必要な方と介護スタッフが一緒に過ごすお部屋でしたが、空いていることが多

く有効活用の方法を模索していました。そんな折、経済的な理由で施設入所をあきらめ在宅

介護をされている老夫婦のお悩みを伺う機会があり、それならばぜひ「おひさまの部屋」を活用

していただこうということになりました。 

費用は食費と介護保険自己負担、消耗品費等と、在宅生活でもかかる費用のみです。 

  

 

れんげの里おいな苑くわな

では、多目的室の利用料

を 0 円にしました！ 

 

れんげの里おいな苑くわな

（住宅型有料老人ホーム） 

桑名市東方 222-2 

 

近鉄・JR 桑名駅より  

徒歩 5 分 

 

デイサービス 訪問介護 

訪問看護はご自宅同様

に利用可能です。 

 

短期利用も可能です 

 

有限会社 D’Ｓネットワーク 

5110854 

桑名市蓮花寺 644 番地 53 

 0594-24-0350（代表） 

ds-network@feel.ocn.ne.jp 

2019-04-15 

 

 

＜1 ヶ月ご利用の場合の費用概算＞ 

食 費 ５４，０００円（１，８００円／１日 × ３０日） 

介護保険自己負担金（所得に応じて上限設定があります） 

住宅型有料老人ホーム れんげの里おいな苑くわな 



れんげの里おいな苑くわな おひさまの部屋 概要 
 

「おひさまの部屋」とは、れんげの里の運営する住宅型有料老人ホーム内にある多目的室の通称です。おいな苑

では、各居室に「たんぽぽ」「れんげ」など、野に咲く草花の名前を付けています。そんな草花たちを優しく照らすよう

に、多目的室には「おひさま」と名付けました。 

おひさまの部屋の役割は、夜間に一人で居室で過ごすことの出来ない認知症の方や、こまめな状態観察が必要

な医療依存度の高い寝たきりの方に、手厚い介護サービスを提供するための、いわばベースキャンプとなります。その

スペースを有効に活用し、困難な生活を強いられている方々を照らす「おひさま」になろうと考えました。 

もともと居室ではないため、家賃・共益費は無料です。 

介護サービスは、入居者の方々と同様の内容を受けていただくことができます。 

 

おひさまの部屋 詳細 
 

介護用ベッド ２台 

たたみスペース 6 畳 

スタッフ仮眠用ソファ 

マッサージチェア 

冷暖房完備 

おひさまの部屋パノラマ写真 

 

対象となる身体の状態 
要介護１以上の介護認定を受けられた方。ただし、厳格な規定があるわけではありません。ご相談ください。 

お部屋のイメージは、病院の一般病室や、特別養護老人ホームの多床室のような雰囲気です。 

 

お問い合わせは 
 

有限会社 D’ｓネットワーク 

0594-24-0350（代表） 

「おいな苑くわな おひさまの部屋の件」とおたずねください。 

 

 

 


